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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、近代の日本を中心とする東アジア地域における木炭の生産と流通に関して、
その生産と流通の実態を歴史的に明らかにしようとしたもので、以下のような構成となっ
ている。 
序論 近代東アジア地域における木炭の生産・流通の史的研究の視点―日本を主軸に― 
第一節 歴史記録から見る東アジア地域の木炭  
第二節 課題の選定と先行研究  
第三節 各章の概要 
第一部 近代日中両国の木炭貿易―中国産木炭の対日輸出と上海の木炭貿易を中心 
第一章 中国産木炭の生産と対日輸出  
緒言  
第一節 中国産木炭の対日輸出の開始とその背景  
第二節 中国国内の木炭生産地と中国産木炭の対日輸出  
弟三節 中国産木炭の日本への輸出状況  
小結  
第二章 中国の温州木炭の生産と対日輸出  
緒言  
第一節 中国産木炭の日本向け輸出における温州木炭について  
第二節 温州木炭の日本への輸出推移  
第三節 温州木炭の日本への輸出状況  
小結  
第三章 中国の杭州木炭の生産・流通  
緒言  
第一節 杭州木炭の移出量  
第二節 日本の資料にみる杭州木炭の生産事情  
（一）杭州木炭の生産地、種類及び販売  
（二）杭州木炭の対日輸出  
第三節 『申報』にみる杭州木炭の生産地状况  
小結  
第四章 1899-1903 年の上海における木炭の流通と商慣習の互動  
緒言  
第一節 中国国内産の木炭の流通経路と商慣習  
第二節 日本産木炭の流通経路と商慣習  
第三節 上海における木炭の動向と日露戦争  
第四節 商慣習の互動  
小結  
第二部 近代日本の支配地域における木炭の生産・流通  
第五章 20 世紀前半の満洲における木炭の生産・流通  
緒言  
第一節 1905-1931 年の満洲における木炭の生産・流通  
（一）1905-1912 年の満洲における木炭の生産・流通  
（二）1923-1931 年の満洲における木炭の生産・流通  
第二節 「満洲国」における木炭の生産事情  
（一）「満洲国」の木炭生産  
（二）関東軍特別大演習と木炭生産  
小結  
第六章 近代朝鮮半島における木炭の生産・流通  
緒言  
第一節 大韓帝国時代の木炭事情  
（一）1904 年の『通商彙纂』から見た朝鮮各港の木炭事情  
（二）1908 年の『静岡縣勧業彙報』から見た朝鮮各港の木炭事情 
第二節 日本統治時代における朝鮮木炭生産の発展とその流通  
小結  
第七章 日本統治時代の台湾における木炭の生産・流通  
緒言  
第一節 日本統治前の台湾の木炭事情  
第二節 日本統治時代の台湾における木炭生産の発展 
第三節 日本国内の木炭市場と台湾木炭  
小結  
結論 木炭の生産と流通から見る東アジア地域の近代像  
  
 序論では本論文の着想及び先行研究について詳しく述べられている。 
ついで第一部第一章では 先ず、近代の中国産木炭の日本向け輸出についての具体的な
考察がなされている。特に、その理由として、日本国内における木炭を製造する原材料が
不足していたからではなく、木炭の製造費用と価格とに関係したものであることに言及し
ている。第二章では、温州木炭の生産と対日輸出の状況について論じている。その増加と
その後の減少の理由についても大木の資料をもとに明らかにした。第三章では、温州に取
って代わった杭州木炭の生産・流通を論じている。特に、『申報』の報道に依拠しながら杭
州木炭の生産地状况を考察することによって、これまで注目されてこなかった杭州木炭な
いし中国の木炭生産の実態を明確にすることができた。併せて、杭州木炭の販売の商慣習
から日中両国の商慣習の違いを述べた上で、その違いが日中両国の木炭貿易の障壁であっ
たことについても論じている。第四章では 1899-1903 年の上海における木炭の流通と商慣
習の「互動」について論じた。 
第二部は、近代日本の支配地域における木炭の生産・流通を論じたものであるが、第五
章では 20 世紀前半の満洲における木炭の生産・流通を考察した。ここでは、日露戦争後の
満洲に住む日本人居留民の増加に伴い、木炭の生産や消費は刺激され、一層増大したこと
や、軍事目的との関連性も明らかにされた。第六章では、近代朝鮮半島における木炭の生
産・流通を取り上げて、大韓帝国時代の朝鮮半島における木炭の事情と日本統治時代にお
ける朝鮮半島の木炭生産の発展及び流通について考察がなされた。第七章は日本統治時代
の台湾における木炭の生産・流通が論じられている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、1918 年から 1933 年の間における中国産木炭の日本向け輸出と中国国内の木
炭事情、また、1921 年以前の日本産木炭の中国向け輸出の分析を通じての 1921 年前後の
日中両国の木炭貿易の変貌を考察し、併せて、1900 年頃から 1945 年にかけて日本の支配
下にあった旧満洲、朝鮮半島、台湾における木炭の生産と流通の状況を考察することによ
って、木炭の生産と流通という角度から東アジア地域の近代像を探求しようとした意欲的
な論考である。 
 先ず本論文に一貫したものとして評価できるのは、大量の資料に基づいた実証的な研究
方法である。実にくまなく資料を掘り起こして事実を証明している。 
 また、東アジアにおける木炭の生産と流通という視点からだけでなく、エネルギー全体
の問題、あるいは「俵」の使用に典型的に見られるいわゆる「商慣習」といった生活習慣
や文化的要素を加味した方法も「文化交渉学」という学問分野の研究の成果として高く評
価されるものである。 
 この他、単に日中間の木炭事情に止まらず、旧満州や朝鮮、台湾の木炭にも焦点を当て
その特徴を明らかにしたことも本論文の優れた点である。 
 もちろん、筆者が最終的に意図した木炭の生産と流通から東アジアにおける近代像を描
くという試みについては今後の課題として大いに期待するものである。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
